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海岸砂防工事上まづ必要な堆砂垣の研究については， 務戸氏tりや原氏白神宮/~) K見られ

る様主主，砂の堆積1/た況の如何に着目する方法と，秋葉氏くわや竹山氏∞の様にその附近の風

のlIk況を調べるやり方とが考えられる。草者はその後者について，在来流体力学実験で用

いられていた方法例切によって土佐砂垣附近の風の流紘の模様を撮影してみた。

装置が不完全である震に各種の誤在が入ったと考えられるので目下改造中であるが，在

来実施したもの L一部をと Lに予報として発表する。 1j:;Jε諸般の事情で肝心の写J震が発表

出来たい惑がま ととに残念で、あるが，チcの機会には発表出来るであろう。
本研究は東大型工研河田三.治敬授の指導を受け， 実験にあたっては学生照[悶聴Y.liζ負ろ

所が多い。主主主E研究費を司祭林物理研究会より得た。と.l.K深く謝意をj{;する。
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(2) 実験方法

実験装u1の慨要は Fig.lに示ナがととくである。i'j:く 細長い水開中に側商より見た土佐

砂垣の脱却を毎秒 6，5rlU.位の殺速度で曳行し，それによって水面に汗かした Almiuillll1
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粉末が流動する欣況を上方から撮影ナる。

模型は笑物の約 1/30で任 1.8mmの釘を等間隔に並べて作り，その諸元は Tahlel の

どと くである。

Tablc 1 

.Mocle [H吋 ht()f Fellcc [ W i clth~ of a Spaω|恥 aceRatio 
(111m.) (111m.) r  

とれら ABCそれぞれについ

て地表面に相当する附子板に

対し直立せしめた場合をa，約

30度前後傾している場合を夫

kb，c，としている。

A 30.8 1.1 0.61 

30.6 

C I 30.6 
1.8 

3.0 

1.00 

1.65 
撮影は模型が水槽の柊端近

くまで進行して， 流れの乱れ

が最も発達したHk態のととろで f:1]， t: 11 J sec.なる条件で、行った。

(3) 実 験結 果

Fig. ~ 

Taule 2 Height of Fence=l 

とれらの写真

は曳行装置の不

備によって模型

の進行が完全に

同速良:にはなら

たかったとと，

水面が理想、的に

清海ではなかっ

たとと，渦が充

分発達して定常

的にたるまで模

型を走らせるだ

a : Stancling、'crtical1y，b: inclinccl for-warcl about 300， c: inclined back-ward about 30~ 

1¥a ]~O .l ::.0 

1¥b !li .1 

Ac 98.0 7.6 I 0.2 I 1.5 I 2.0.1 .1.6 1 7.0 1 0.6 ! 1.514.81 6.0 14.8 
Ra 4.8 7.5 

o l09i37i49r。|1 16141 6164
Bb 122.0 I 1.8 4.1 8.δ 03 0613456SG  0918426050 

Rc 117.0 1 2.:1 0.3 I - I ~.3 I (;..l I ll . ~ I 0.6 I ~ . 7 I 4.0 I .5.6 I ".4 

|- 1- 114l 631 1 10 11 31 4144 Cb i l:';:U ーー O.~ 57-0526GO  S000118 14s 6036 

Cc I 1 ~G.5 ー 一 一 ~日o I 8.6 I 1.4 I ? i fi.O I 3.6 
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堆砂垣に関する陵弔! ~: ~--末

けの水憾の蹟さがなかったとと等の原固によって正似たものではなく .殊に定:足的に取扱

うにはj砲していないが， 実験条件はつとめて均一にしてかつ短時間中に継続して行つであ

るので一応の相互比較は出来るであろう。写真についてFig.2に示されたほ数値を計百!I)し

それが堆砂垣の向さの何倍位に相当するかを求めたのがTal山 2である。

ぐ4)結言

との実験結果は前述の1援に信頼性の低いものではあるが，と与に出た弘子'*だけについて

云えば，詐易に想像される搬に間際率の小さなものが民範囲の流紘に影響して沿り，直立

しているものが最大で後傾せるもの，前傾せる もの~)I聞に影響は小さ く 主主ってい る。 又前

方には垣の r~j さの約1倍， .J二ブJには約6f吾の範聞に影響を与えていると とが示され， 砂の土佐

積に効果があると思われる百Lれの悲しい範聞は後方に約7倍から1"1倍となっている。

とれらに関する理論的なヨヲ祭，実験式の作成， 実地えの迎用勾zについては，前[述の欠陥

を除いた上のとと Lしたい。その場合にはとれらの模型の他に|深間のたいものを)111え，同

一間際率でも一つ宛の隙聞に大小の売を作り，数l'illのj車広三について実験しなゐAlminiulll

粉末主を加減するととによって各部の流速沿も計測出来る様友1#:貫ーを撮りたいと考えてい

る。

以上について諸賢の1XjJ敬示を給わると とが出来ればノ「后の研究上主主甚である。
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Summary 

Catching thc strealU lillC ()f win<l l1cighuourllg thc fCllCC f()r 11巴比pingsanr.l by the 

pho~ograpb ， with thc mo<ld fCllcc (thcir r1imensiolls， Tablc 1) pulling on the watcr 

surfacc on which all1liniulJl powder is floating (that apparatm is .sbown in Fig. 1)， 

1 havc measured thc vλlu日Sshowll in Fig.2 aud the 1明 ults，iu Taule 2. 
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